
未来社会工学開発研究センター
Society5.0を実現するモビリティ概念の拡張と未来社会創造

未来社会工学開発研究センター（通称、F-MIRAI）は、筑波大学とトヨタ自動車

（株）によって、 当初は「Society 5.0 を実現するモビリティインフラの先端研究拠点」

として設立され、現在、「Society5.0を実現するモビリティ概念の拡張と未来社会創

造」へと取り組みをさらに進化・発展させています。サイバニクス研究センター長、内閣府

の FIRST、ImPACT、SIPプログラムの責任者・ディレクターとしての経験を活かし、当

該センターの長として責務を果たします。学際性ある融合研究を強化し、組織的な産学

官連携による拠点形成を進めます。2024年度からは「人や社会のための健康空間に資

する『人間特性』のデータ集積とモデル化」に取り組み、20２６年度はそれら研究を加速す

るとともに、それらのとりまとめを行います。新たな産学協働のあり方も成果の一つで

す。ご期待下さい。
山海嘉之 センター長

.                              Society5.0を実現するモビリティ概念の拡張と未来社会創造センターのミッション
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長期・協調領域の研究

スマートシティモデル事業
(5/31)
新モビリティサービス推進事業
(6/18)
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県内の自治体に
加え、他の
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未来指向の産学連携

　スーパーシティ事業 
　戦略的イノベーション創造事業　共  創新産業創出に向けた未来指向の産学連携に向けて！

キーワードの一つは「共創」

産学協働のフレー
ムワーク：共創を
軸に、新たな産官
学民連携による複
合的連携で、新領
域開拓を推進して
いく。

出口イメージ： 
人とサイバー・
フィジカル空間が
融合したサイバニ
クス空間で展開さ
れるC-Avatar関連
の各種技術にって
モビリティの概念
を拡張し未来社会
を創造する

HCPS融合Cybernics Omniverse
C-Avatarによりモビリティ概念が拡張される




